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今回紹介するのは、ハボタンです。ハボタンは
丈夫で育てやすく春まで長く楽しめます。昔のハ
ボタンのイメージは大きく雑駁な感じでしたが、今
ではカラフルでサイズも様々、おしゃれなイメージ
が定着しています。寄せ植えの主役ですね。ちな
みに寄せ植えは奥様の作です。ハボタンは2年前
にも登場しています。これに気付いた方は「ガーデ
ニング便り」フリークですね。今年もよろしくお願
いします。

ガーデニング便り
Vol.20

副院長　黒木 保

今年は暦の関係で2/2が節分と
なりました。豆まきに使用される
大豆にはイソフラボンが多く含ま
れます。ホルモンバランスを整え、
乳がんのリスクの減少が期待さ
れます。炒り大豆に多いですが
油揚げやきな粉等の加工品に
も含まれます。

昨年12月より、島原半島から医療機関訪問を行っています。目的は、長崎医療センター
と地域医師会や医療機関との連携を深めることです。２月末までに、島原地域13施設、
諫早・東長崎６施設を訪問します。
診療時間の合間に５分から３０分程度の時間をいただき、当センターへの紹介に関す
る課題やお困りごとなどをお聞きし、今後の紹介の参考のために当院の各診療科長の
写真や専門分野、スタッフ名を冊子にしてお渡しました。
お話の中で、受診患者の高齢化が進み、紹介に際してバスや島鉄など交通の便が悪く
なり大村までの移動が厳しくなってきていることがわかりました。しかし、どの先生も
『最終的には長崎医療センターにお願いすることになります』と言われています。地域
医療機関との協力の成果だと感謝しています。
当センターとしては、これまで同様に『高度医療の提供施設・救急医療の砦』としての役
割を担って行きます。引き続き、諫早・東彼杵3町へ訪問しますので、医師会のみなさま
よろしくお願いいたします。

医療機関訪問院長s̓院長s̓
Vol.7

当院の放射線治療装置

放射治療一例

リニアック（Varian社）

子宮頸がんRALS治療前
RALS治療計画

前立腺がん　IMRT（前立腺に線量を集中させ、直腸線量を低減させている）

治療後

リニアック（Elekta社）

副診療放射線技師長　小濵 義幸

画像誘導放射線治療（IGRT））を提供しており、
2023年度実績で422人に治療を実施しました。
RALS（遠隔操作密封小線源治療）装置では、子宮
がんに対して腔内照射と組織内照射、ハイブリッド
照射（腔内と組織内の併用）を2023年度実績で29
人に治療を実施しました。RALSでは画像誘導小線
源治療（IGBT）を導入し、長崎県内でも最も多くの
治療人数を誇ります。
これからも、放射線治療医、看護師（放射線看護専
門看護師）と密に連携し、患者さんと真摯に向き合
い、最適な放射線治療を提供できるよう研鑽してま
いります。

診療放射線放射線技師の診療補助業務は、CT・
MRI・X線撮影など放射線画像検査と高エネルギ―
放射線を利用してがん細胞に照射を行う放射線治
療があります。
今回、放射線治療について紹介します。
当院は県央地区がんセンターとして放射線治療

に注力しており、リニアック2台（Var i an社、
Elekta社）とRALS装置1台（Nucletron社）を
保有しています。リニアックは緩和治療から高精度
放射線治療（ピンポイントで線量を集中させる定位
治療、放射線に強弱をつける強度変調放射線治療
（IMRT）、CT画像等で正確に位置照合し照射する

診療放射線部だより 7Vol.

RALS装置（Nucletron社）




